
氏名 藤本　寿彦

学部担当科目

・言語・文学(通年)　　国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）　　演習Ⅱ（通年）
・現代文学論（前期）　　近代文学概論Ⅱ（後期）　　書誌学（後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・近代文学演習（通年）　研究演習（通年）

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会

昭和初年代におけるモダニズムの諸相　昭和３０年代における幸田文の文学性

山形県西川町「青い黒板賞」顧問　　日本近代文学館図書資料委員

明治大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了

文学修士

日本近現代詩　　幸田文

最終学歴

【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

人事委員会委員　教務委員会委員　　奈良大学年報編集委員長

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・現代文学論



単著

単著

単著

単著

単著

④

②

⑤「幸田文『流れる』のモデル
考」

①

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④「どのようにして想定外の景
観を書くのか（２）―幸田文「崩
れ」論―」

③「戦後世界に生きる〈寡婦〉の
行く末―幸田文『流れる』論」

主人公「私」を物語世界に浮上するディ
スコミュニケーションの只中で、批評し
／批評される主体を生きる存在として捉
え、彼女が崩れという景観とシンクロす
る言語世界として、「崩れ」を論じてい
る。

これまで知られていなかった芸者置屋
「蔦の家」の主人の実態について考察し
た。

（学会発表）

①「毒としての女人像―竹久夢
二の絵と文―」

②「共振するテクスト、反発する
テクスト―中原中也のテクストと
彼に眼差されたテクストの物語」

②

③

④

当代において流行していたルポルター
ジュに類似した語りを自分の文学性に
見出し、寡婦としての主人公が花柳界
を見聞し、批評する身体語を駆使して
物語る。小説「流れる」をこのような観点
に立って論じている。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成２４年１０月

平成２４年１０月

平成２４年１０月

平成２４年１０月

竹久夢二の絵画表現と文学表現に通
底する女人像を明らかにした。

中原中也のダダイズムの詩法を、日本
近代詩を乗り越える技術と捉え、中也の
詩「帰郷」、「一つのメルヘン」とその周
辺について論じた。

平成２４年１０月

「始更」

「始更」

「始更」

「始更」

「始更」


